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研究成果の概要（和文）：脆弱化した社会組織を活性化させるためには、地域社会に新しいアイ
デンティティを形成する社会変化を促す必要がある。このような社会変化を促すためには、「内
発的発展」が重要な役割を果たす。「内発的発展」は、地域住民を結ぶネットワーク上に存在し、
ネットワークは、地域住民共通の「大切なもの」を守ろうとする「思い（紐帯）」で結ばれてい
る。そして、地域の「大切なもの」を守ろうとする「思い」が強ければ強いほど、そのための
取組が活発化し、「地域資源（コモンズ）」に対する要求が高まる。 
 
 
研究成果の概要（英文）：To revitalize local societies, it is necessary to promote the 
society change which forms new identities in these societies. And "endogenous 
development" plays an important role to promote this society change. "Endogenous 
development" exists on a network of local inhabitants, and this network is tied up in 
"thought(bonds)" that is going to protect a local inhabitants common "important thing". 
The stronger such "thought" to protect an "important thing" becomes, the more vibrant 
will be the activities to protect an "important thing". And the more vibrant such 
activities to protect an "important thing" becomes, the more "local resources(the 
commons)" will be required. 
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１．研究開始当初の背景 

 限界集落化の著しい山村では、地域住民

による、普段の営みのなかでの適切な地域資

源管理が難しくなってきている。このような

山村で適正な地域資源管理が行われていく

ためには、地域内外の住民や組織がお互いに

協働して、ネットワークを紡ぎながら、地域

資源を管理していく必要がある。本研究は、
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そのネットワークを繋ぐものは何か、ネット

ワークを紡いでいく道筋とはどのようなも

のかについて、コモンズ論や協治論を活用し

ながら、明らかにしていくこととする。 

 

２．研究の目的 

 限界集落化しつつある周辺地域では、所

有者の不在村化や高齢化により、これまで住

民の普段の営みのなかで適正に管理・利用さ

れてきた地域資源の管理・利用が放棄されつ

つある。一方で、これらの地域資源の管理・

利用に、地域内外の様々な人や組織が、様々

な形で、協働して係わるという取り組みも始

まっている。これらの周辺地域で、地域資源

を適正に管理・利用していくためには、地域

住民や組織と地域外の住民や組織が、お互い

にネットワークを紡ぎながら、地域資源を管

理・利用していく必要がある。そのために必

要な条件整備のあり方について、明らかにす

る。 

 

３．研究の方法 

 限界集落化しつつある周辺地域の地域資

源管理・利用上の問題点を明らかにするため

に、地域を取り巻く、地理的、社会的状況の

異なる４地域における地域資源管理・利用の

実態を調査し、それらに係わる人や組織の繋

がりを見極め、それらの係わりの形と強弱を

把握する。そして、地域外から地域資源管理

に民間企業、NGO、学者など、多様な主体（ア

クター）が係わってくることのメリットとデ

メリットを評価する。その結果をふまえ、地

域内外の住民や組織が、ネットワークを紡ぎ

ながら、地域資源を適正に管理・利用してい

くための条件整備のあり方について、人と人、

人と組織のネットワークの重要性を取りあ

げるコモンズ論や協治論等を用いて、明らか

にする。 

 

４．研究成果 

(1)調査地の概要 

①岩手県沢内村 

 沢内村は「生命尊重」を基本原則に、全

国に先駆けて 65 歳以上の老人医療無料化を

行うなど、保健医療・福祉に重点をおいた施

策を行ってきた。1961 年に全国に先駆けて、

60 歳以上の老人及び１歳未満の乳児の医療

費 10 割給付を実現し、また、福祉の面では、

1885 年福祉共同作業所を開設し、障害者の就

労対策に努めてきた。沢内村では「生命に暖

かい雪国」を目指した地域性豊かな行政が行

われ、医療・福祉の村として全国的に知られ

ている。 

 

②岩手県遠野市附馬牛町 

 遠野市は、民俗学者である柳田国男の「遠

野物語」で知られ、岩手県南部、北上山地中

最大の広がりを持つ遠野盆地に拓けた、遠野

南部氏の城下町として古くから栄えた町で

あり、盛岡市と沿岸部を結ぶ交通の要所に位

置する。 

 

③山形県金山町 

 1878 年、金山町に立ち寄った英国地理学

会特別会員イザベラ・バードは、金山町を「非

常に美しい風変わりな盆地、山頂までピラミ

ッド形の杉の林で覆われ、北方へ向かう通行

をすべて阻止しているように見えるピラミ

ッド形の丘陵の麓にある町、ロマンティック

な雰囲気の場所」と紹介している。 

  

(2)考察 

①沢内村の暮らしを支えるネットワーク 

 沢内村では、「お年よりの暮らし」を守る

ために、お年寄りの住む家の除雪サービスを

行う「スノーバスターズ」のようなボランテ

ィアグループが活発に活動している。そして、

沢内村の「スノーバスターズ」に刺激されて、

近隣市町村で同様の「スノーバスターズ」が

生まれ、彼らが当地を訪れるようになってき

ている。また、ハンディキャップを抱える人

たちの集まる福祉共同作業所の目玉事業と

して 1985 年の開所当初から実施されている

「ふるさと宅急便」は、地域で採取・加工さ

れた特産品を年 4回、地域外に住む「ふるさ

と会員（「ふるさと宅急便」の契約者）」に送

ろうというものである。送られる特産品は福

祉共同作業所が直接生産・加工したもののほ

か、「生活改善グループ」や「老人クラブ」

などが採取・加工した山菜や手作りの工芸品

である。これは、行政が住民福祉の向上を目

指した地域性豊かな取組を行い、それを着実

に継続・発展させていくための、地縁による

ネットワークをベースにした様々な取組が

活発になされ、そのネットワークが、村外・

都市部へと広範囲に広がっている。このよう

な地域内外に様々な形で張り巡らされたネ

ットワークが強ければ強いほど、また、その

広がりが広ければ広いほど、これらの取組は

活発化する。結果として、地域内外の住民を

繋ぐネットワークが、「お年寄りや身体にハ

ンディキャップを抱える人たちの暮らし」を

支えるための活動を活性化させるという社

会変化をもたらし、地域社会の「内発的発展」

を導く。そのような地域内外の住民を繋ぐも

のは、「地域の暮らし（コモンズ）を守りた

い」という、地域内外の住民共通の「強い思

い」である。彼らが支えようとしている「地

域の暮らし」は、地域住民が地域で暮らして

いくうえで、「必要度の高いコモンズ」とい



 
 

える。 

 

②岩手県遠野市附馬牛町の椎茸生産を支え

るネットワーク 

 附馬牛町住民は、収入確保のために椎茸

の産地化に努力し、そして、ホダ木確保のた

めに椎茸分収造林組合を組織し、コナラ林を

国有林内に整備する「国有林を共同で利用し

ながら暮らすためのシステムづくり」に取り

組んできた。この結果、附馬牛町では地域の

重要な産業である椎茸生産に必要なホダ木

の確保のための、地域住民を繋ぐネットワー

クが、国有林内での「コナラ林」整備を着実

に進展させるという社会変化をもたらし、地

域社会に「内発的発展」を導いている。地域

住民をネットワークで繋いでいるのは、地域

で暮らしていきたいという、住民共通の「強

い思い」である。「コナラ林」は、地域で暮

らしていくために必要不可欠な、なければ生

活に困る、地域住民にとって「必要度の高い

コモンズ」となっている。この取組は、過去

「コモンズ（ローカルコモンズ）」として利

用され、今は遠い存在になっている入会林野

を、椎茸生産に必要なホダ木を供給する場と

して、再度、地域で利用しようとする「コモ

ンズ再生」の取組ということができる。 

 

③岩手県遠野市附馬牛町の森林保全活動を

支えるネットワーク 

 遠野市附馬牛町の大出・大野平地区住民

は、国有林の協力や指導を受けながら、「早

池峰普通共用林組合」を設立し、地域外の入

林者から徴収した山菜・キノコ採取料を資金

として、マナー向上を周知する看板の設置、

刈り払い等林道の整備、ゴミ拾い、森の市、

パトロールを行うなど国有林内に設定され

た「共用林」の環境を保全する取組を活性化

させている。このように遠野市附馬牛町では、

地域住民のネットワークが、「共用林」の環

境保全の取組を実現させるという社会変化

をもたらし、地域社会の「内発的発展」を導

いている。このネットワークを繋いでいるも

のは、地域の大切な生活環境としての「共用

林」をゴミ捨てや山菜の乱獲から守り、附馬

牛町の大きな魅力である「きれいな環境」の

なかで暮らしたいという、地域住民共通の

「思い」である。しかし、最近は、住民の参

加も振るわず、採取料収入も減少傾向にある

ことから、「共用林」は、別段それが荒廃し

ても、直ちには地域で暮らしていくことに支

障は生じない、地域住民が、地域で暮らして

いくうえで「必要度の高くないコモンズ」と

いえる。この取組を再び活性化させるために

は、地域住民をその気にさせる、更なる動機

付けが必要となる。 

 

④山形県金山町の街並み景観づくりを支え

るネットワーク 

 金山町は、1986 年に「金山町街並み景観

条例」を制定し、「金山型住宅」の普及を促

す助成制度を設けている。町民の多くは、町

の美しい街並み景観のなかで暮らしたいと

思い、町の景観・環境と調和した住宅、「金

山型住宅」を建てたいと願っている。町民は

家を建てるための相談に金山大工や設計事

務所を訪ね、そこで「金山型住宅」を勧めら

れ、それを建てることを決心する。建築を請

け負った金山大工は、金山の製材所に一棟分

の製材品を注文し、注文を受けた製材所は地

域の森林所有者から購入した金山杉から必

要な製材品を生産する。森林所有者は製材所

から金山杉材の安定的な供給を求められ、そ

れに応えるため、強度があり、加工のし易い

80 年生以上の大径木生産のための森林経営

を行っている。このように、金山町では、町

の歴史、景観、資源状況のなかで、美しい街

並み景観づくりと住宅建築が結びつき、町民

の美しい街並み景観のなかで暮らしたいと

いう「思い」が、金山大工に金山杉製材品を

使った「金山型住宅」を建てさせている。金

山町には、金山町にふさわしい、美しい街並

み景観づくりのための、町民、金山大工、設

計事務所、製材所、森林組合、森林所有者、

町役場を結ぶ「金山町美しい街並み景観づく

りネットワーク」が形成されている。そして、

このネットワークが、地域住民に「金山型住

宅」を選択させるという社会変化をもたらし、

地域社会の「内発的発展」を導いている。こ

のネットワークを繋いでいるものは、「美し

い街並み景観のなかで暮らしたい」という、

地域住民共通の「思い」である。最近、「金

山型住宅」という外見が似たような家に住む

ことに抵抗感を持つ住民が、若い人たち中心

に、町の景観にそぐわない家を建て始めてい

る。このように、「美しい街並み景観」は、

なくなっても地域で暮らしていくことに影

響のない、地域住民にとって「必要度の高く

ないコモンズ」といえる。この取組が、今後

も、継続していくか否かは、ネットワークで

結ばれた地域住民が、「美しい街並み景観の

なかで暮らしたい」という「思い」を持ち続

けることができるか否かにかかっている。 

 

５．まとめ 

 これまで取り上げた 4 つの事例に基づき

考えれば、「内発的発展」は、地域住民共通

の、「大切なもの」を守ろうとする「思い（紐

帯）」で結ばれたネットワークの上に存在し

ている。このように、地域の「内発的発展」

の土台は、「大切なもの」を守ろうとする「思



 
 

い」であり、それが強ければ強いほど、「大

切なもの」を守るための取組は活発化し、地

域社会は「内発的発展」に導かれる。そして、

大切なものを守るための取組が活発化すれ

ばするほど、その取組のなかで守り、育み、

利用されるべき「資源・サービス（コモンズ）」

の必要度は高まる。このことから、「コモン

ズ」の必要度は、「大切なもの」を守ろうと

する「思い」の強弱により決定されるものと

考えられた。 

 

 

６．今後の課題 

 「コモンズ」の必要度は、その時々で変

化していくものである。例えば里山は、江戸

時代、肥料、牛馬の飼料、また家やの材料や

燃料の採取源として、地域に暮らす人たちに

とって不可欠な存在であったが、燃料革命に

より灯油などの石油製品にとってかわられ、

薪炭が使われなくなったり、有機肥料が化学

肥料に置き換わったりするなどし、木材供給

のための人工林になり、地域の人たちにとっ

て遠い存在になっていった。このような「コ

モンズ」の必要度の時間的な変化を分析する

こと及び「必要度」の低下した「コモンズ」

に新しい価値を見出す過程や道筋の解明は

今後の重要な課題である。 
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